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二　2016 年「第 57 提案」の経緯と内容
　 1. 「第 57 提案」の背景


























止」に違反する行為であると判断され，2009 年 8 月 4 日に連邦地方裁判所の命令
によって，収容率を 137.5% に削減しなければならないとされたということであっ
た2）。そのために，当時の州知事であったシュワルツェネッガーが，2008 年から
09 年の間に少なくとも 100 億ドルをかけて様々な刑務所改革を断行することに
なったのである3）。









1つめの収容率の削減については，2009 年 8 月 4 日連邦地裁の命令に引き続き，
連邦最高裁判所は 2011 年 5 月 23 日付で，その時点で 14 万人余りだった受刑者数
を 2 年以内に 10 万 9,805 人とし，収容率 137.5% に圧縮するための計画を作成する
よう命じた4）。そのための一つの方策として，2011 年までに 8,000 人を超える受刑
者をカリフォルニア州から他の州に移送し，さらに新たな刑務所を新設し収容能力


















3 つめの監視機関については，すでに 2007 年当時にも存在していた矯正更生局
監視庁（OIG）がカリフォルニア州矯正局内のさまざまな不正を発見，調査し，必
要に応じて適切な処置を取ることを目的に，会計審査調査局・刑事捜査局および独











州法 AB 900 が 2007 年に可決され，これに基づき様々な施策が策定されたのだが，
2008 年のリーマンショックによって， カリフォルニア州にも経済的混乱が生じ， 州







10 年を経過しようとする2016 年 11 月 8 日に， 後任ブラウン知事が州民投票で 64%
の支持を得て可決した「第 57 提案」を概観し，今後の同州における刑務所改革の
行方を，以下で考察したい。
二　2016 年「第 57 提案」の経緯と内容







1. 「第 57 提案」の背景










判所に付された諸条件が，本稿のテーマである，同州 2016 年「第 57 提案」に結び
つくことになったと考えられるので，まず連邦地裁 3 名判事法廷の「意見」を，
「第 57 提案」の背景要因として概観し，次いで同法廷が 2年間の延期を認める諸条
件として具体的に明示した「命令」の中身を確認したい。
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2014 年 2 月 10 日の 3名判事法廷の「意見」は，2009 年 8 月 4 日連邦地裁および


































《〔受刑者の〕収容人員は〔今後〕3 段階で削減される。すなわち 3 つの指標〔をそ
れぞれの期間ごとに達成しなければならないの〕である。最初は本年 6 月，2 番












た。すなわち，暴力的でなく〔3 振法での収容〕2 回めの違反者（second-strike of-
fenders），および，最低警備収容（minimum custody）の受刑者に対して，良好ポ






（1）　137.5% の収容率達成を 2016 年 2 月 28 日まで延期する。
（2）　3期間の指標は，
　　 （ａ）　2014 年 6 月 30 日までに 143%，
　　 （ｂ）　2015 年 2 月 28 日までに 141.5%，
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する。
（ａ）　暴力的でない 2回めの違反者および最低警備収容の受刑者について，良
好ポイントをそれまでの 20% から 33.3% に増加させるとともに，更生プ
ログラムを完了した場合に，達成ポイント（milestone credits）を獲得でき











（ｅ）　60 歳以上の受刑者および最低 25 年の刑期期間を経過した受刑者が仮釈
放に適するか否かを，仮釈放審査委員会（the Board of Parole Hearings）に
審査される新規のプロセスを準備し実施する。




（ｈ）　女性受刑者に対する拡張的収容外プログラム（an expanded alternative 
custody program）を実施する13）。




年後の 2016 年「第 57 提案」に結実したのである。それでは次に「第 57 提案」の
中身を見ていこう。
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2. 「第 57 提案」の概要



























Services） と刑務所外のコミュニティ ・ーリエントリ ・ーサービス （Community Reentry 
Services） とに分けられている。前者は，更生プログラムが，釈放前に収容中の受刑
209











び家族統合（Housing, Life Skills and Family Unification），教科・学業および職業訓
練（Educational including GED, Academic and Vocational training），ならびに，就職
支援およびプレイスメントである。そのほかに有用なものと思われるプログラム
は，強制的でなく自主的に，希望する者に任意に提供される，男性向けのコミュニ
ティ ・ーリエントリ ・ープログラムで，刑期満了まで約 1年となった仮釈放者を対象

























して， 2013 年にカリフォルニア・ヘルスケア施設 （California Health Care Facility） が， 







算の削減により， 緊急性の観点から， または， 司法的な観点から， 医療ケア・サービ
スの優先順位は矯正教育と更生プログラムに優ると判断されたものの，これまでの
矯正教育と更生プログラムについて，限られた予算の範囲内で進展・拡充させるな





















これからのコミュニティ ・ーリエントリ ・ープログラムについて， 2016 年 1 月発行
の『カリフォルニア州矯正の将来へのアップデート（An Update to the Future of Ca-
lifornia Corrections）』22）によると，以下の通りである。
《 予算3,210万ドルは， コミュニティ ・ーリエントリ ・ープログラムの継続を含む。
……今日までに，〔矯正更生〕局は，220 人の受刑者を，コミュニティ ・ーリエン
トリー施設に収容する〔ために各施設と〕契約を交わした。予算は，2016–17 年に
おいて，全 680 床を確保することを含み，かつ，〔今現在は〕出所の 120 日前か







































概観しよう。このポイント制には 5 種類のものが考えられている。A. 良好ポイン
ト， B. マイルストーン完了ポイント， C. 更生プログラム達成ポイント， D. 教育メ
リット・ポイント， E. 偉業ポイントである。以下，それぞれの概略を見ていこう25）。
A. 良好ポイント（§ 3043.2. Good Conduct Credit26））
日常的かつ満足に（on a regular and satisfactory basis）刑務所の規範を遵守し義務





いる受刑者には，4 日ごとの良好な生活態度に 1 日分のポイント（＝ 20%）が付与
される。また，3 振法の下，暴力的重罪でない受刑者には，2 日ごとの良好な生活
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態度に 1日分のポイント（＝ 33.3%）が付与される。




さらに，「上記の者以外」に該当する者で，軽警備施設 A または B に収容されて
いる者は，1 日ごとに 2 日分のポイント（＝ 66.6%）が付与される。また，暴力的
重罪ではなくて収容される有期懲役の者のうち，森林火災部門の訓練を受け修了し
た者，または，矯正更生局の消防署に指定された者は，同様に，1 日ごとに 2 日分
のポイントを得ることができる。





（substance abuse treatment programs），社会生活スキルプログラム（social life skills 
programs），キャリア技術教育プログラム（Career Technical Education program），認
知行動療法プログラム（Cognitive Behavioral Treatment programs），強化外来プログ
ラム・グループ・モジュール治療プログラム（Enhanced Outpatient Program group 
module treatment programs）などが該当する。2017 年 8 月 1 日以降，原則的に上記
A. 良好ポイントに適合的な受刑者のすべてが対象となり，12 カ月間に 1 週以上 12
週以下の範囲のポイントが付与される。その付与基準は，受刑者が課題の完成に
よって示すコースカリキュラムに関する熟達度や理解度 （the mastery or understand-
ing），プログラム担当者の評価および標準テストなどである。 







育，行動，または，更生の向上 （educational, behavioral or rehabilitative development） 
を推進するものでなければならない。また，受刑者の参加は，その者の収容区分や
刑務作業課題，その他，安全と秩序に関する配慮に適合的な場合に認められること
になる。52 時間のこれら活動への参加が 1 週間分のポイントとなり，12 カ月間に
208 時間の参加が認められる。つまり年間に最大 4 週間分のポイントを得ることが
可能である。また，これを超えた時間分のポイントを翌年へ持ち越すことはできな
いことになっている。
D. 教育メリット・ポイント（§ 3043.5 Educational Merit Credit29））
良好ポイントの対象者である受刑者が，生涯にわたり更生の利益をもたらすよう
な，学業における重要な業績を達成すること（the achievement of a significant aca-
demic accomplishment）によって得ることができるポイントが，この教育メリット・
ポイントである。例えば，高校卒業証書や大学の学位，または，アルコール・薬物
カウンセラーなどの専門資格の取得である。このポイントも 2017 年 8 月 1 日から
有効となるが，それ以前に得たものであっても，入所後に取得したのであればポイ
ントは付与される。以下のように，カテゴリー別に，90 日分のポイントと 180 日
分のポイントの 2種類に分けられる。カテゴリー 1は高校卒業証書およびそれ相当
で，90 日分のポイントが，カテゴリー 2 から 5 はすべて 180 日分のポイントが付






E. 偉業ポイント（§ 3043.6 Extraordinary Conduct Credit30）） 
この偉業ポイントは， 2017 年 8 月 1 日以降に， 生命の危険がある状況で英雄的行
為（a heroic act in a life-threatening situation）を行った受刑者または刑務所の治安と
安全を維持するために格別の支援（exceptional assistance in maintaining the safety and 
security of a prison） を行った受刑者に， 最大 12 カ月分のポイントを州司法長官 （the 
Secretary） の指揮監督の下，成人施設局長 （the Director of the Division of Adult Insti-
tutions）が付与するものである。死刑囚および仮釈放の可能性のない終身刑受刑者
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　（3）　非暴力犯罪者仮釈放審査プロセス（nonviolent offender parole consideration proc- 
 ess32））












totality of the circumstances）を考察し，コミュニティーに対する不合理な暴力のリス
216
ク （unreasonable risk of violence to the community） をもたらすか否かを審査する33）。
その上で，そのようなリスクがないと審査官が判断するのであれば，審査会はその
受刑者の仮釈放を決定する。その決定を受けて，成人施設部（Division of Adult In-












年に 4 万 5,501 人（前年比 3.9% 増）の釈放，2018 年に 4 万 8,828 人（同 7.3%），
2019 年 5 万 693 人 （同 3.8%）， 2020 年 5 万 1,333 人 （同 1.3%）， そしてその後は減少
し， 2021年 4万 8,597 人 （同 5.3%） となるとの予測である。これら今後の仮釈放数を
計算に入れた同州収容人員予測は，2017 年に 12 万 9,872 人（前年比 1.0% 増），2018
年 12 万 5,322 人（同 3.5%）， 2019 年 12 万 3,165 人（同 1.7%）， 2020 年 12 万 1,942 人 
（同 1.0%），そして，2021 年 12 万 2,732 人（同 0.6% 増）である36）。毎年の入所者数
は一定ではありえないため，収容人員全体としての変化は漸減でしかないが，着実
に減少する見込みのようである。




2016 年 11 月の「第 57 提案」において重要な課題と考えられたものは，2007 年
の刑務所改革において重要と位置付けられたものと基本的には同じで，受刑中に矯
217




























カリフォルニア州憲法は，第 1条（Article 1）に全 31 項（Sections）の人権保障規
定 （Bill of Rights） を置き，基本的人権を保障する。今回の「第 57 提案」は， その第








提案」を中心に，2007 年に開始された同州刑務所改革の約 10 年後の状況を確認し
た。その概要を要約すると以下のようにまとめることができる。
刑務所の過剰収容を軽減することで，受刑者の医療環境および基本的な生活環境





57 提案」において同州民に確認した。1 つは受刑者の更生に力を入れること，2 つ
は連邦裁判所の命令で無差別無基準の受刑者釈放を阻止すること，3 つは未成年に
よる一定の犯罪につき，成人裁判または少年裁判の審理に付すかを裁判官に判断さ
せることであった。そして「第 57 提案」は，1 つめと 2 つめを関連付け，更生に
よる社会復帰の促進によって再犯率を低下させることで刑務所収容率を改善する方
向を取った。そのために刑務所内でのプログラムを充実させることはもちろん，社








































（Office of the Inspector General）も，リーマンショック後の 2008 年以後，組織変更
や改善などを余儀なくされた部分があるが，それらについての検討はまた別の機会
に譲りたい。
（脱稿 2017 年 8 月 28 日）　
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　 注
 1）　カリフォルニア州「第 57 提案 （Proposition 57）」 （The Public Safety and Rehabili-
tation Act of 2016）の原文については，See, http://www.cdcr.ca.gov/proposition57/
docs/Prop-57-Public-Comment-Regs.pdf （last visited August 17, 2017）. この提案が
2016 年 11 月 8 日の州民投票によって受け入れられ，The Public Safety and Rehabil-
itation Act of 2016 として成立した。これを受けて，以下本文で見るように，同州憲
法の関連条文および諸刑事法令等の改正がなされ，受刑者の社会復帰へ向けての処
遇が大きく変容することになった。
 2）　Coleman v. Schwarzenegger, 2009 U.S. Dist. LEXIS 67943, NO. CIV S-90-0520 LKK 
JFM P Three-Judge Court, NO. C01-1351 TEH, Three-Judge Court, United 
States District Court for the Eastern District of California, August 4, 
2009, Decided. 拙稿「カリフォルニア州の刑務所改革と受刑者の権利に関する考
察―2007 年州議会下院法案 900 とその実現―」南山法学 34 巻 2 号（2011 年 2
月）190 頁以下参照。
 3）　California Department of Corrections and Rehabilitation Corrections Moving For-
ward （Fall 2009） at 3. （http://www.cdcr.ca.gov/News/Press_Release_Archive/2009_
Press_Releases/docs/CDCR_Annual_Report.pdf last visited on August 14, 2017）.  拙
稿，前注 2，173 頁以下参照。
 4）　Brown et al. v. Plata, et al., 563 U.S. 493 （2011）.
 5）　Weekly Report of Population as of Midnight, August 9, 2017, http://www.
cdcr.ca.gov/Reports_Research/Offender_Information_Services_Branch/WeeklyWed/
TPOP1A/TPOP1Ad170809.pdf （last visited on August 13, 2017）.  ちなみに，2017 年
8 月 9 日現在の同州における受刑者数それ自体，ピーク時の 2008 年から 4 万人強減
少したものの，依然として約 12 万 2,000 人で，連邦最高裁が要求する人数には届い
ていない。また，同州に 32 ある同州男子刑務所のうち，収容率が 137.5% を超える
のはほぼ半数の 15 施設，3女子刑務所のうち，1施設である。
 6）　拙稿，前出注 2，177 頁。
 7）　拙稿「カリフォルニア州の刑務所監視体制と受刑者の人権に関する考察―2007
年の刑務所・行刑改革による更生監視委員会 （C-ROB） を含む―」南山法学 34 巻
3・4 合併号（2011 年 3 月）183 頁以下参照。
 8）　拙稿，前出注 2，182 頁。
 9）　Coleman v. Brown, Case 3:01-cv-01351-TEH Document 2767, at 2 of 5. （http://
www.cdcr.ca.gov/News/docs/3jp-Feb-2014/Three-Judge-Court-opinion-2-20-2014.
pdf （last visited August 14, 2017）. また，2011 年に導入されたリアラインメントにつ
いては， See, “The Cornerstone of California’s Solution to Reduce Overcrowding, Costs, 
and Recidivism,” http://www.cdcr.ca.gov/realignment/ （last visited August 27, 2017）.
221
〔研究ノート〕カリフォルニア州の刑務所改革と 2016 年「第 57 提案」
10）　Coleman v. Brown, supra 9 at 3 of 5. 
11）　Id. 
12）　Coleman v. Brown, Case 3:01-cv-01351-TEH Document 2766. （http://www.cdcr.
ca.gov/News/docs/3jp-Feb-2014/Three-Judge-Court-order-2-20-2014.pdf （last visited 
August 14, 2017）.
13）　前注裁判所命令本文とともに，矯正更生局による次の文書を基に筆者が要約した。
See, CDCR Fact Sheet, Three-Judge Court Population Reduction Measures （http://
www.cdcr.ca.gov/News/docs/3JP-Pop-Reduction-Measures-9.29.pdf （last visited Au-
gust 14, 2017）.
14）　See, “Welcome to the Division of Rehabilitative Programs (DRP),” http://www.cdcr.
ca.gov/rehabilitation/index.html （last visited August 15, 2017）.
15）　性犯罪者および薬物乱用者に対するプログラムの詳細は，前注 URL から，Sex 
Offender Management Program, Substance Use Disorder Treatment Programs およ
び Long-term Offender Program についての説明を参照されたい。
16）　See, “Information Sheet, Office of Offender Services, Community Reentry Services, 
Male Community Reentry Program, Updated: April 2017,” http://www.cdcr.ca.gov/
Rehabilitation/docs/Factsheets/info_MCRP_APR2017.pdf （last visited August 28, 
2017）.
17）　See, “California Rehabilitation Center,” http://www.cdcr.ca.gov/Facilities_Locator/
CRC.html （last visited August 15, 2017）. 
18）　Reform & Inform, Moving Forward with Prison Reform in California 
2007–2008 （CDCR Office of Public and Employee Communications） at 6. また，拙
稿，前出注 2，179 頁。
19）　See, “Master Plan Annual Report for Calendar Year 2013 Submitted July 2014”
（California Department of Corrections and Rehabilitation）, http://www.cdcr.ca.gov/
FPCM/docs/2013-Master-Plan-Annual-Report.pdf （last visited August 15, 2017） at 
ES2.
20）　See, “Rehabilitation Today,” （Issue 5, April, 2013）, http://www.cdcr.ca.gov/Reha-
bilitation/docs/Newsletters/Rehabilitation_Today_Newsletter_2013_04.pdf （last visit-
ed August 16, 2017）.
21）　See, COMPSAT, Statistical Report （SB601）, 05/10/2017, http://www.cdcr.ca.gov/
Facilities_Locator/docs/SB601/CIM-SB601-Quarterly-Statistical-Report.pdf （last vis-
ited August 16, 2017）.  例えば，2017 年 5 月 10 日の統計報告では，2017 年 3 月の 1
カ月間のリエントリ ・ーハブにおける薬物乱用治療実施件数は 149 件，犯罪的思考は
77 件，感情コントロールは 77 件，家族関係は 82 件，そして，移行プログラムは 27
件でしかない。
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24）　See, “Proposition 57: Credit Earning for Inmates―Frequently Asked Questions (Up-
dated May 1, 2017) at 2. http://www.cdcr.ca.gov/proposition57/docs/faq-prop-
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of Change to Regulations, Number: 17-05, Publication Date: July 14, 2017, Effective 
Date: April 13, 2017,” http://www.cdcr.ca.gov/proposition57/docs/Prop-57-Public-
Comment-Regs.pdf （last visited August 19, 2017）.
26）　15 CCR 3043.2 (2017). （State of California, California Code of Regulations, Title 
15. Crime Prevention and Corrections, Division 3. Adult Institutions, Programs and 
Parole, Chaper 1. Rules and Regulations of Adult operations and programs, Article 
3.5. Credits.） 
27）　15 CCR 3043.3 (2017).
28）　15 CCR 3043.4 (2017).
29）　15 CCR 3043.5 (2017).
30）　15 CCR 3043.6 (2017).
31）　15 CCR 3043. Credit Earning, （a） General （2017）.
32）　「非暴力犯罪者仮釈放審査プロセス」の概要は，“Proposition 57: Nonviolent Parole 
Process―Frequently Asked Questions (Updated July 1, 2017)” を参照されたい。See, 
http://www.cdcr.ca.gov/proposition57/docs/FAQ-Prop-57-Nonviolent-Parole-Pro-
cess.pdf （last visited August 19, 2017）.  関連法令は以下のものである。15 CCR 3490 
(2017) Definitions, 15 CCR 3491 (2017) Initial Eligibility Determination, 15 CCR 
3492 (2017) Public Safety Screening and Referral, 15 CCR 3493 (2017) Processing for 
Release, 15 CCR 2449.1 (2017) Definitions, 15 CCR 2449.2 Notification Process, 15 
CCR 2449.3 (2017) Jurisdictional Review, 15 CCR 2449.4 (2017) Review on the Mer-
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its,  および，15 CCR 2449.5 (2017) Decision Review. 
33）　15 CCR 2449.4 (2017).
34）　15 CCR 3493 (2017).  60 日までの間に釈放前の手続として，被害者，検察庁その
他法執行機関への通知などが行われると同時に，釈放のための法的手続が取られる。
35）　The Public Safety and Rehabilitation Act of 2016, Sec. 2. Purpose and Intent. “In 
enacting this Act, it is the purpose and intent of the people of the State of California 
to: . . . 3. Prevent federal courts from indiscriminately releasing prisoners.” See, 
https://www.gov.ca.gov/docs/The_Public_Safety_and_Rehabilitation_Act_of_2016_
（00266261xAEB03）.pdf#search=%27the+Public+Safety+and+Rehabilitation+Act+
of+2016%27 （last visited August 20, 2017）. 
36）　See, “California Department of Corrections and Rehabilitation Spring 2017 Popula-
tion Projections,” Office of Research, May 2017 at 5, 21–22. http://cdcr.ca.gov/Re-
ports_Research/Offender_Information_Services_Branch/Projections/S17Pub.pdf
（last visited August 27, 2017）.
37）　SEC. 32.
　 （a） The following provisions are hereby enacted to enhance public safety, improve 
rehabilitation, and avoid the release of prisoners by federal court order, notwith-
standing anything in this article or any other provision of law:
　 （1） Parole Consideration: Any person convicted of a nonviolent felony offense and 
sentenced to state prison shall be eligible for parole consideration after completing 
the full term for his or her primary offense.
　 （A） For purposes of this section only, the full term for the primary offense means 
the longest term of imprisonment imposed by the court for any offense, excluding 
the imposition of an enhancement, consecutive sentence, or alternative sentence.
　 （2） Credit Earning: The Department of Corrections and Rehabilitation shall have 
authority to award credits earned for good behavior and approved rehabilitative or 
educational achievements.
　 （b） The Department of Corrections and Rehabilitation shall adopt regulations in 
furtherance of these provisions, and the Secretary of the Department of Corrections 
and Rehabilitation shall certify that these regulations protect and enhance public 
safety.
　 (Sec. 32 added Nov. 8, 2016, by Prop. 57. Initiative measure.)
　 See, http://leginfo.legislature.ca.gov/faces/codes_displaySection.xhtml?lawCode=CO
NS&sectionNum=SEC.%2032.&article=I （last visited August 20, 2017）.
　 仮訳（筆者）
　 （a）　以下の条項（provisions）は，公共の安全を向上させ，〔受刑者の〕更生を増進
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させ，また，連邦裁判所の命令によって受刑者が釈放されることを防止するため
に，本条（article）または他の法律条項（provision of law）にかかわらず，ここに
制定される：
　 （1）　仮釈放審査：非暴力的な重罪を犯したとして州刑務所に収容されているいかな
る者も，その主要な犯罪に関する刑期の満了の後に仮釈放審査を受けることができ
る。
　 （A）　本項（section）に関してのみ，主要な犯罪に関する刑期の満了とは，いかな
る犯罪であれ裁判所によって科された最長の収容刑期をいう。ただし，加重〔刑〕，
逐次執行刑および選択刑は除くものとする。
　 （2）　ポイント制：矯正更生局は〔受刑者の〕良好な生活態度に対して，また，是認さ
れた更生および教育上の達成に対して，ポイントを付与する権限を有する。
　 （b）　矯正更生局は，これら条項を促進するために諸規則を制定し，矯正更生局長は
それら規則が，公共の安全を保護し向上させるものであることを保証しなければな
らない。
